
１ 職員の任免および職員数に関する状況 ２ 職員給与の状況
（１）職種別採用者数 （１）職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況 

（２） 職員の初任給の状況

（３） 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

（４）期末手当・勤勉手当（全会計）

（４）定員管理の状況

（５）退職手当（支給月数）

（注）初任給は、学校卒業後すぐに採用された場合の月額です。

（３）部門別職員数（各年 4月1日）

（２）平成23年度
  事由別退職者数平成23年4月2日

～平成24年4月1日 平成23年4月１日
～平成24年3月31日  職種等

一般行政
建築技師
土木技師
保育士
消防士
薬剤師
看護師
臨床検査技師
看護助手
管理主事
  計

人数
3
1
1
4
3
1
4
1
2
1
21

区     分
大 学 卒
高 校 卒
高 校 卒
中 学 卒

172,200円
140,100円
137,200円
125,400円

234,600円
205,400円
197,800円
197,800円

288,400円
240,600円
240,400円
193,200円議会

総務
税務
民生
衛生
農水
商工
土木
小計
教育
消防
小計
病院
水道
下水道
その他
小計

6
196
48
234
94
63
24
69
734
150
179
329
129
34
20
108
291

1,354

H23年度
区 分

門
部
政
行
般
一

政
行
別
特

門
部

等
業
企
営
公

門
部
計
会

職員数
対前年増減数

6
188
43
233
94
63
25
67
719
148
179
327
125
34
19
109
287

1,333

　
△ 8
△ 5
△ 1
　
　
1

△ 2
△ 15
△ 2
　

△ 2
△ 4
　

△ 1
1

△ 4
△ 21

H24年度

  退職事由
自己都合
定年退職
勧奨退職
その他
  計

  区 分
一般行政職
技能労務職

平均年齢
42.5歳
45.6歳

平均給料月額
307,622円
261,027円

348,560円
284,645円

勤続20年
勤続25年
勤続35年

その他の加算措置 
定年前早期退職者2～20％加算

自己都合 勧奨・定年
30.55月分
41.34月分
59.28月分
59.28月分

平均給与月額

人数
6
12
21
3
42

合   計

一般行政職

技能労務職

初任給

区     分
経験年数
10年

経験年数
15年

経験年数
20年

大 学 卒
高 校 卒
高 校 卒
中 学 卒

321,900円
295,500円
266,000円
244,500円

一般行政職

１人当たり平均支給額
（23年度決算）1,256千円
（23年度支給割合）

期末手当
2.60月分
（1.45）月分
（加算措置の状況）職制上の段階、
職務の級等による加算措置
・役職加算5～ 15％

勤勉手当
1.35月分
（0.65）月分

技能労務職

（平成 24年 4月1日現在）

（平成 24年 4月1日現在）

（各年 4月1日現在）

(注) 経験年数とは、採用前に民間企業勤務経験などがある場合にはその期間を換算し、
　　採用後の年数に加算した年数をいいます。

（注）(  ) 内は、再任用職員に係る支給
割合です。再任用職員とは、定年
退職等により退職した後、改めて
採用された職員をいいます。

（注）職員数は、正規職員、教育長、臨時・非常勤職員の合計で、
　　　特別職は含みません。

（注）職員数は正規職員、教育長、臨時・非常勤職員の合計で特別職は含みません。

23.5月分
33.5月分
47.5月分
59.28月分

職員数
増減
職員数
増減
職員数
増減

1,380
　

341
　

1,721

1,332
△48
329
△12
1,661
△60

 

 

 

普通会計

公営企業等会計

計

部門
区分 Ｈ17年 Ｈ18年

1,277
△55
327
△2

1,604
△57

Ｈ19年

1,208
△69
316
△11
1,524
△80

Ｈ20年

1,154
△54
312
△4

1,466
△58

Ｈ21年

1,098
△56
303
△9

1,401
△65

Ｈ22年

1,063
△35
291
△12
1,354
△47

Ｈ23年

1,046
△ 17
287
△ 4

1,333
△ 21

Ｈ24年

区 分

（平成 24年 4月1日現在）

（平成 24年 4月1日現在）

最高限度額

　平成17年3月に国の示した「地方公共団体における行政改革の推進のための新たな指針」を踏まえて策定した「佐渡市行政改革大綱」
（平成18年3月策定）に基づき、勧奨退職制度の積極的運用や新規採用職員の抑制等により、職員削減に取り組んでいます。今後も新
たな行政課題等への対応や将来の財政状況を考慮し、真に必要な職員数を見極めながら、定員適正化計画を検証していきます。

佐渡市人事行政運営等の状況 市役所総務課 人事係  ☎63-3111
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 両津剣友会が生涯スポーツ優良団体表彰を受賞
　50年を越える長年の活動と、

少年剣士への指導、姉妹都市等

との交流事業の開催など、スポ

ーツの発展に寄与した功績が認

められ、文部科学省から表彰さ

れました。

　今後ますますのご活躍を期待

します。

 第59回新潟県更生保護大会が佐渡市で開催
されました
　10月24日(水)、アミューズメント佐渡において

「第59回新潟県更生保護大会」が開催されました。

佐渡市での開催は、昭和53年に旧両津市で開催され

て以来34年振りで、新潟県内の保護司や更生保護女

性会員など更生保護事業関係者約800人が参加し、

盛大に大会が開催されました。

　更生保護に携わる皆さまには、日ごろ、罪を犯した人

や非行のある少年の更生、犯罪や非行の予防に献身的

にご活動いただき、市民が安全で安心して暮らすことで

きる社会の実現に向けてご尽力いただいております。

　新潟県更生保護大会は、更生保護事業関係者が一

堂に介し、毎年開催されており、大会では、更生保

護事業の一層の充実発展を期するとともに、長年に

わたり更生保護事業にご尽力されました功労者の

方々の顕彰が行われました。

 世界遺産登録祈念茶会が開催されました
　11月３日(土・祝)、佐渡金銀山遺跡が１日でも早

く世界遺産に登録されることを祈念するお茶会が、

史跡佐渡奉行所跡を会場に開催されました。裏千家

の相茶会と小・

中学生や高校生

が、250人あま

りの来場者をお

迎えしました。

 リョウツ・デ・フリマが開催されました
　11月３日(土・祝)、両津夷本町商店街の道路を歩

行者天国にした会場で、島内最大規模のフリーマー

ケット「リョウツ・デ・フリマ」が開催されまし

た。島内外から衣料品やおもちゃなどの思い思いの

商品を売るお店

や、食料品を売

るお店などが集

まり、多くの家

族連れなどが訪

れにぎわいまし

た。

 加藤洋さんが新潟県知事表彰を受賞しました
　平成24年度の県知事表彰式が11月12日に県庁で行

われ、佐渡市から加藤洋さん（金井地区）が一般功労

者表彰の善行の分野で知事表彰を受賞されました。永

年にわたり花緑化ボランティア活動に携わり、主導し

てきた功績が認められ、今年度の受賞となりました。

　加藤さんは平成５年から花による町おこし活動をさ

れ、現在までに花の文化展や植樹会の開催、緑の募金活

動などを通して地域の花緑化に貢献してきました。

　平成13年から佐渡・花の島プロジェクトに参加し、

平成18年からは同団体の会長として数名で大野亀の

カンゾウの保護増殖活動

に参加。カンゾウ保護募

金活動も行っています。

各地区の団体と協力して

港周辺の花緑化整備や、

各地域の花緑化の推進と

観光客のおもてなしに尽

力されています。

　今後ますますのご活躍

が期待されています。

 税関の役割や麻薬の恐ろしさを学ぶ
「税関教室」
　11月14日(水)、小木中学校で、税関の役割や麻薬の

恐ろしさを知ってもらい、青少年へ薬物乱用防止の啓

発を図るため、東京税関新潟税関支署による「税関教

室」が開かれました。「５人に１人が麻薬に誘われた

経験があること」や「麻薬を一度使うとやめられなく

なること」など、同支署佐渡監視署員の方の説明を、

３年生20名は真剣に聞いていました。

　また、実際に空港などで活躍している麻薬探知犬２匹

（ビト号とニック号）

が、麻薬の臭いのつ

いた布を隠した段ボ

ール箱や、麻薬の臭

いのついたひもを隠

し持った生徒を探し

出すデモンストレー

ションが行われ、見

事に探し当てると、

生徒から歓声があが

っていました。
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　生活のさまざまな心配ごとや困りごとを気軽に相談でき

る窓口を開催しています。お住まいの地区以外での相談も

できますので、ぜひご利用ください。

　相談は無料、予約は不要です。直接、開催日にお越しく

ださい。秘密は守られます。

事業に関するお問い合わせ　社会福祉協議会本所☎81―1155
（※こちらの電話ではご相談は受付けておりません。相談を希望

される方は、直接会場にお越しください。）

地　区 相談日 時　間 会　場

両　津

佐和田

金　井

松ヶ崎

小　木

12月23日(日)

1月13日(日)

1月 7日(月)

13:00～16:00

18:00～20:00

両津福祉センター
しゃくなげ

相　川
12月16日(日)

12月22日(土)

1月10日(木)

９:00～12:00 あいかわ開発総合センター

12月27日(木)

1月10日(木)

1月10日(木)

1月 9日(水)

９:00～12:00

９:00～12:00

９:00～12:00

13:30～16:30

金井デイサービスセンター
しゃくなげの里

松ヶ崎総合センター

小木多目的集会施設
（あゆす会館）

佐渡中央会館

　新潟県教育委員会の「オンリーワンスクール・
ステップアップ事業（グローバル人材育成）」によ
り、佐渡市内の高等学校、中学校、中等教育学校お
よび特別支援学校の生徒を対象に、英語によるス
ピーチコンテストを開催します。
日時　12月18日(火)午後１時～
会場　アミューズメント佐渡　小ホール
入場料　無料
種目　(1)レシテーションの部（中学３年生を対
　　　　 象とした課題英文の暗唱）
　　　(2)スピーチの部（高校生を対象とした英
　　　　 語によるスピーチ）
主催　佐渡地区高校グローバル人材育成委員会、
　　　新潟県高等学校長協会佐渡地区校長会
後援　佐渡市教育委員会
お問い合わせ　相川高等学校（橋本教頭）　
　　　　　　　☎74―3257

日時　平成25年１月14日(月・祝)
　　　午後１時～３時15分（開場12時30分）
会場　新潟テルサ大ホール（入場無料）
講演
○「速く、強く、正確に」バルセロナオリンピック野球
日本代表監督、法政大学野球部前監督、法政大学
企画・戦略本部特任教授　山中正竹さん
○「プロ野球選手の食事と？～トップであり続けるた
めに～」日本ハム(株)　管理栄養士　柄澤 紀さん
○「さらなる強豪県をめざして弱小新潟県からの脱出
～現状とこれから～」新潟県野球協議会理事長　
高橋勇四郎さん
○「ユニフォームを脱ぐときに」新潟大学腎医学医療
センター特任教授　丸山弘樹さん
総合ディスカッション　ＮＨＫ文化センター支社長
　齋藤洋一郎さん（総合司会）、上記講演者
お申し込み方法
　氏名、年齢、住所、電話番号、参加希望人数をお書
きの上、はがき、電話、ＦＡＸ、インターネットのいず
れかでお申し込みください。お申し込みいただいた方
に聴講券を発送しますので、当日お持ちください。
申込期限
○はがき　平成25年１月９日(水)必着
○電話、ＦＡＸ、インターネット 平成25年１月11日(金)
お申し込み・お問い合わせ
【事務局】新潟大学腎医学医療センター
　　　　（土日祝日を除く、午前９時～午後５時）
　☎025―227―0436　FAX025―227―0437
　インターネット
　http://www.med.niigata-u.ac.jp/cns/
　〒951-8510　新潟市中央区旭町通1-757

日時　平成25年１月12日(土)午後１時～４時（受付開始12時30分）
会場　佐渡島開発総合センター２階　会議室
対象　ＮＰＯや地域団体、地域活動に関心のある方、行

政職員、コミュニティビジネスに関心のある方など

講師　特定非営利活動法人都岐沙羅パートナーズセンター

　　　　理事　大滝 聡さん

内容　コミュニティビジネスとは何かを事例を交えて
学び、ワークショップを通して佐渡での展開の

可能性を探ります。

定員　50名　　参加費　無料
申込期限
　平成25年１月９日(水)までに、住所・氏名・電話番号を明

記の上、ＦＡＸまたはメールにてお申し込みください。

お申し込み・お問い合わせ
　新潟県佐渡地域振興局企画振興部

　地域振興課（担当：佐藤）☎74―3129　FAX74―2001

　メール：ngt111110@pref.niigata.lg.jp

主催　新潟県佐渡地域振興局、特定非営利活動法人新
　　　潟ＮＰＯ協会

共催　佐渡市
企画・運営　特定非営利活動法人新潟ＮＰＯ協会

心配ごと相談日（12月15日～１月15日）

セミナー『コミュニティビジネスの
　　　　　  可能性を探る』 参加者募集

平成24年度『佐渡地区中学生・高校生
英語スピーチコンテスト』を開催します

新潟大学 新潟県野球協議会 合同
市民公開セミナー「天地腎スポーツ編」
じ～ん（腎）とくる野球のはなし

つ き さ ら

さとし
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年
末
年
始
の
ご
み
収
集
日
は
、
地
区
に

よ
っ
て
通
常
の
曜
日
と
異
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
『
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
』
を

ご
確
認
の
う
え
、
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
12
月
30
日
か
ら
１
月
３
日
ま
で
の

間
は
、
ご
み
の
収
集
を
お
休
み
し
ま
す
。
ま

た
、
こ
の
期
間
は
各
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ

の
ご
み
の
直
接
持
ち
込
み
も
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※『
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
』
を
お
持
ち
で
な

い
方
に
は
、
市
役
所
環
境
対
策
課（
本
庁
舎

２
階
）、
各
支
所
市
民
課
、
各
行
政
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
で
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

市
役
所
環
境
対
策
課
廃
棄
物
対
策
係

☎
63
―
３
１
１
３

　
油
漏
れ
事
故
に
よ
っ
て
川
な
ど
に
油
が
流

れ
込
む
と
、
水
道
の
断
水
、
農
業
や
漁
業
へ

の
被
害
、
環
境
の
汚
染
な
ど
が
発
生
す
る
お

そ
れ
が
あ
り
、
原
因
者
に
は
、
対
策
費
用
や

損
害
賠
償
の
請
求
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
油
が
流
出
し
て
し
ま
っ
た
ら
、
元
栓

を
閉
め
て
流
れ
出
な
い
よ
う
応
急
処
置
し
、

最
寄
り
の
消
防
署
や
市
役
所
、
県
環
境
セ
ン

タ
ー
へ
速
や
か
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

佐
渡
市
消
防
本
部
予
防
課  

☎
51
―
０
１
２
３

市
役
所
環
境
対
策
課
環
境
対
策
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

☎
63
―
３
１
１
３

佐
渡
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
環
境
部

環
境
セ
ン
タ
ー
　
　
　  

☎
74
―
３
４
２
８

　
も
し
、
家
族
や
友
人
が
目
の
前
で
倒
れ
て

し
ま
っ
た
ら
、
あ
な
た
は
応
急
手
当
が
で
き

ま
す
か
？
そ
の
た
め
に
必
要
な
ち
ょ
っ
と
し

た
知
識
と
技
術
を
ぜ
ひ
覚
え
て
く
だ
さ
い
。

　
佐
渡
市
消
防
本
部
で
は
、
心
臓
・
呼
吸
が

止
ま
っ
た
と
き
に
行
う
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ

Ｄ
と
い
う
器
械
を
使
っ
た
電
気
シ
ョ
ッ
ク

（
除
細
動
）
な
ど
に
つ
い
て
、
実
技
で
覚
え

て
い
た
だ
く
講
習
「
普
通
救
命
講
習
」
を
毎

月
行
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
方
の
お
申
し
込

み
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

12
月
の
講
習

日
時
　
12
月
16
日
（
日
）
午
後
１
時
〜

会
場
　
南
佐
渡
消
防
署

定
員
　
10
名
程
度（
小
学
５
年
生
以
上
が
対
象
）

受
講
料
　
無
料

申
込
期
限
　
12
月
14
日
（
金
）

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

南
佐
渡
消
防
署
　
救
急
・
救
助
係

☎
88
―
３
１
１
９
（
１
月
は
両
津
消
防
署
、

２
月
は
相
川
消
防
署
で
開
催
予
定
で
す
。
）

　
平
成
24
年
工
業
統
計
調
査
は
、
従
業
者
４
人

以
上
の
す
べ
て
の
製
造
事
業
所
を
対
象
に
、
平

成
24
年
12
月
31
日
時
点
で
実
施
し
ま
す
。

　
工
業
統
計
調
査
は
、
我
が
国
に
お
け
る
工
業

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
政
府
の
重
要
な
調
査
で
、
統
計
法
に
基
づ
く

報
告
義
務
の
あ
る
基
幹
統
計
調
査
で
す
。

　
調
査
の
結
果
は
、
中
小
企
業
施
策
や
地
域

振
興
な
ど
、
国
お
よ
び
地
域
行
政
施
策
の
た

め
の
基
礎
資
料
と
し
て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。

　
調
査
票
に
ご
記
入
い
た
だ
い
た
内
容
は
、

統
計
作
成
の
目
的
以
外
（
税
の
資
料
な
ど
）

に
使
用
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
調
査
の
趣
旨
・
必
要
性
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

ご
回
答
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

調
査
の
方
法
　
県
知
事
が
任
命
し
た
調
査
員

が
、
12
月
中
旬
か
ら
対
象
と
な
る
製
造
事
業

所
に
伺
っ
て
調
査
票
を
配
布
し
、
１
月
上
旬

に
調
査
票
の
回
収
に
伺
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

市
役
所
地
域
振
興
課
　
地
域
振
興
係

（
統
計
担
当
）
☎
63
―
３
２
３
２
（
直
通
）

期
間
　
12
月
10
日（
月
）〜
12
月
31
日（
月
）

活
動
の
重
点

○
犯
罪
の
抑
止
・
検
挙
活
動
の
強
化

○
交
通
死
亡
事
故
の
防
止

○
テ
ロ
・
災
害
対
策
の
強
化

○
二
年
参
り
等
に
伴
う
雑
踏
事
故
の
防
止

そ
の
他
　
佐
渡
市
安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
協

会
の
各
支
会
で
も
、
12
月
13
日
（
木
）
を
中

心
に
広
報
活
動
等
を
行
い
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

佐
渡
西
警
察
署
生
活
安
全
課  

☎
74
―
０
１
１
０

佐
渡
東
警
察
署
生
活
安
全
課  

☎
27
―
０
１
１
０

市
役
所
総
務
課
防
災
危
機
管
理
室

☎
63
―
５
１
３
５

有
　
料
　
広
　
告

　見舞金の請求はお済みです
か？見舞金の請求期間は、交通
災害を受けた日から起算して「１
年以内」です。
　もう一度ご確認を！
　お問い合わせは、佐渡市役所
総務課防災危機管理室（☎
63-5135）まで

新潟県交通災害共済

お
　
知
　
ら
　
せ

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

暮らしの情報

普
通
救
命
講
習
を
受
講
し
ま
せ
ん
か

年
末
年
始
の
ご
み
の
収
集
日

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

暮らしの情報
ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

暮らしの情報

ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
小
分
け
す
る

時
は
現
場
を
離
れ
な
い
で
！

年
末
に
お
け
る
県
民
生
活
の

安
全
・
安
心
確
保
活
動
の
強
化
に
つ
い
て

製
造
事
業
所
の
皆
さ
ま
へ

平
成
24
年
工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す
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市
営
住
宅
　

◆
青
木
第
１
住
宅
（
新
穂
）

　
所
在
地
　
新
穂
青
木
１
１
６
３
番
地

　
規
　
格
　
木
造
平
屋
一
戸
建
て

　
　
　
　
　
３
Ｄ
Ｋ
、
昭
和
63
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸

　
月
額
家
賃
　
１
万
５
６
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
３
万
０
７
０
０
円

◆
第
１
吉
岡
住
宅
（
真
野
）

　
所
在
地
　
真
野
大
川
２
２
４
番
地

　
規
　
格
　
木
造
平
屋
一
戸
建
て

　
　
　
　
　
３
Ｄ
Ｋ
、
昭
和
62
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸

　
月
額
家
賃
　
１
万
７
４
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
３
万
４
２
０
０
円

　
県
営
住
宅
　

◆
お
り
と
住
宅
（
相
川
）

　
所
在
地
　
相
川
下
戸
炭
屋
浜
町
１
番
地
１

　
規
　
格
　
耐
火
構
造
４
階
建
て

　
　
　
　
　
３
Ｄ
Ｋ
、
昭
和
54
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸
（
１
階
）

　
月
額
家
賃
　
１
万
４
９
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
２
万
９
３
０
０
円

　
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
　

◆
真
浦
団
地
（
赤
泊
）

　
所
在
地
　
真
浦
１
３
９
番
地
８

　
規
　
格
　
木
造
２
階
一
戸
建
て

　
　
　
　
　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
平
成
７
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸

　
月
額
家
賃
　
３
万
８
０
０
０
円
（
定
額
）

申
込
方
法

　
市
役
所
建
設
課
ま
た
は
各
支
所
・
行
政
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
住
宅
担
当
窓
口
へ
、
申
請
書

な
ど
必
要
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
事
前
に
住
宅
内
部
の
見
学
も
可
能
で
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
　
12
月
26
日
（
水
）
午
後
５
時

入
居
可
能
日
　
平
成
25
年
１
月
下
旬（
応
募
数

に
よ
り
期
間
が
延
び
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

注
意
事
項
　
入
居
に
際
し
、
次
の
こ
と
が
必

要
で
す
。

○
連
帯
保
証
人
（
市
内
在
住
親
族
２
名

　
※
県
営
住
宅
は
１
名
）

○
敷
金
の
納
入
（
家
賃
の
３
か
月
分
）

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
市
役
所
建
設
課 

住
宅
係
☎
63
―
５
１
１
８

　
ま
た
は
各
支
所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
の
公
営
住
宅
担
当
窓
口
へ

　
医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
お
よ
び
看
護

職
員
等
は
、
２
年
に
１
度
、
12
月
31
日
現
在

に
お
け
る
就
業
状
況
等
を
届
け
出
る
こ
と
が

法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
年
は

そ
の
届
出
年
に
当
た
る
た
め
、
も
れ
な
く
届

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
平
成
24
年
12
月
31
日
現
在
の
就
業
状
況
等

を
、
平
成
25
年
１
月
15
日
（
火
）
ま
で
に
、

住
所
地
ま
た
は
勤
務
先
を
所
管
す
る
地
域
振

興
局
健
康
福
祉
（
環
境
）
部
ま
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

新
潟
県
福
祉
保
健
部
福
祉
保
健
課
企
画
統
計
係

☎
０
２
５
―
２
８
０
―
５
１
７
５

医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
届

保
健
師
、助
産
師
、看
護
師
お
よ
び

准
看
護
師
の
業
務
従
事
者
届

歯
科
衛
生
士
、歯
科
技
工
士
の
業
務
従
事
者
届

公
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

【
応
募
資
格
】

※
共
通
条
件
「
①
②
③
④
」
に
加
え
、
そ
れ

ぞ
れ
の
住
宅
の
入
居
申
込
み
条
件
に
該
当

す
る
こ
と
。

・
青
木
第
１
住
宅
、
第
１
吉
岡
住
宅
、
お
り

と
住
宅
「
⑤
」

・
真
浦
団
地
「
⑥
」

①
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
先
が
あ
る
か
、

住
所
を
移
そ
う
と
し
て
い
て
、
公
租
公
課

（
市
税
な
ど
）
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

②
申
込
者
（
同
居
す
る
親
族
を
含
む
）
が

「
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止

等
に
関
す
る
法
律
」
第
２
条
第
６
号
に
規

定
す
る
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

③
現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

④
同
居
す
る
親
族
（
婚
約
者
を
含
む
）
が
い

る
こ
と

⑤
収
入
（
所
得
金
額
の
合
計
か
ら
各
種
控
除

を
行
っ
た
額
）
の
月
額
が
15
万
８
０
０
０

円
（
高
齢
者
世
帯
、
障
が
い
者
の
い
る
世

帯
、
小
学
校
就
学
前
の
お
子
さ
ん
が
い
る

世
帯
な
ど
は
21
万
４
０
０
０
円
）
以
下
で

あ
る
こ
と

⑥
収
入（
所
得
金
額
の
合
計
か
ら
各
種
控
除
を

行
っ
た
額
）の
月
額
が
15
万
８
０
０
０
円
以

上
48
万
７
０
０
０
円
以
下
で
あ
る
こ
と

有
　
料
　
広
　
告

　
市
報
さ
ど
お
知
ら
せ
版
11
月
号
１

ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
、「
佐
渡
汽
船
両
津
港

タ
ー
ミ
ナ
ル
耐
震
改
修
工
事
の
お
知
ら

せ
」
で
、
佐
渡
汽
船
株
式
会
社
（
両
津

港
）
の
お
問
い
合
わ
せ
先
を
次
の
と
お

り
訂
正
し
ま
す
。

（
正
）
☎
27
―
５
１
１
１

（
誤
）
☎
27
―
５
１
１
５

お
詫
び
と
訂
正

お
　
知
　
ら
　
せ
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新築・リフォーム・解体はもちろん太陽光発電システム
薪ストーブ・ペレットストーブまでお見積りを無料受付中!!

新築で土地をお探しの方安価で優良物件多数ございます。まずはご一報を！

佐渡市の補助金制度を活用して今まで以上に快適な暮らしを始めてみませんか

佐渡市八幡1674-2
TEL 0259-57-4000
FAX 0259-57-4500
E-mail:Kyoritu@sirius.ocn.ne.jp

本物の木の家をつくり続けてきた
ノウハウと実績があります。
リフォームもお任せ下さい。

無垢の床板は冬でも
ほんのりあったか宅地建物取引業免許番号　新潟県知事（３）第４２１３号

建設業許可番号（般-１８）第３０００４号



年末年始のご案内
空欄…通常業務　休…お休み

12月
28日(金）

12月29日～1月3日まで閉庁しますが、出生や死亡など戸籍の届出は宿日直が受け付けます。

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

市役所　☎63-3111

ごみ収集
クリーンセンター直接持ち込み

佐渡市休日急患センター
　（9：00～16：00）　☎63-3121

し尿処理

相川病院　☎74-3121

両津病院　☎23-5111

中央図書館　☎63-2800  
　開館時間　9：00～18：00（土・日は17：00まで）
地区図書館(真野・小木・さわた・両津）
　開館時間　9：00～17：00
図書室（相川・新穂・畑野・羽茂・赤泊）
　開館時間　8：30～17：00

・相川技能伝承展示館は、12月～2月の間、休館（陶芸、裂織体験は完全予約制）
・新穂歴史民俗資料館は、12月～2月の間、休館
お問い合わせ：教育委員会社会教育課佐渡学センター（両津郷土博物館内）☎23-2100

年末年始の休館のほか、12月～2月の間、両津郷土博物館・相川郷土博物館・海運資料館・
幸丸展示館は土・日・祝祭日が休館、佐渡国小木民俗博物館は月曜日が休館です。

トキの森公園　☎22-4123
開館時間  8：30～17：00（入館締切16：30）

佐渡市防災センター　☎51-0123（6名以上要申込）
開館時間　10：00～16：00（月・木は休館）

トキ交流会館　☎24-6040

佐渡スポーツハウス　☎55-2566

環境対策課　☎63-3113／両津クリーンセンター ☎24-1700／佐渡クリーンセンター ☎52-3336
南佐渡クリーンセンター・南佐渡し尿処理センター ☎86-2373／国仲清掃センター　☎52-2797

ご
み
・
し
尿

市
立
病
院
等

図
書
館
・
図
書
室

佐
渡
ス
ポ
ー
ツ
ハ
ウ
ス

社
会
体
育
施
設

博
物
館
・
資
料
館
等

29日(土）30日(日）31日(月） 1日(火） 2日(水） 3日(木） 4日(金）

28日(金）29日(土）30日(日）31日(月） 1日(火） 2日(水） 3日(木） 4日(金）

28日(金）29日(土）30日(日）31日(月） 1日(火） 2日(水） 3日(木） 4日(金）

1月

12月 1月

12月 1月

・温水プール（火～金 13：00～20：00／土 10：00
　～20：00／日・祝 10：00～17：00（月曜休み））
・体育館・トレーニング室（8：30～21：30）
・テニスコート（8：30～日没）

両津郷土博物館・相川郷土博物館・佐渡国小
木民俗博物館・佐渡植物園・海運資料館・幸丸
展示館・赤泊郷土資料館・佐渡奉行所

佐渡市陸上競技場／相川体育館／両津総合
体育館／小木Ｂ＆Ｇ海洋センター／羽茂Ｂ
＆Ｇ海洋センター／佐和田体育館／新穂体
育館／新穂武道館／真野体育館／真野武道
館／小木体育館／羽茂体育館／赤泊体育館

休

有
　
料
　
広
　
告
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11
月
７
日（
水
）、
環
境
省
の
「
第
４
回
ト

キ
飼
育
繁
殖
小
委
員
会
」
が
、
佐
渡
市
ト
キ

交
流
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
平
成
25
年
繁
殖
計
画
（
案
）

　
現
在
プ
レ
オ
ー
プ
ン
中
で
、
４
月
に
正
式

オ
ー
プ
ン
予
定
の
ト
キ
ふ
れ
あ
い
施
設
に
お

い
て
、
飼
育
環
境
に
慣
ら
す
た
め
に
１
月
中
旬

を
目
処
に
ト
キ
を
移
送
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
移
送
個
体
は
、
今
年
野
生
復
帰
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
繁
殖
ケ
ー
ジ
で
繁
殖
に
取
り
組
ん
だ
２

ペ
ア
・
計
４
羽
と
す
る
。

○
第
６
・
７
回
放
鳥
ト
キ
の
様
子

　
第
６
回
放
鳥
に
つ
い
て
は
、
６
月
８
日
か

ら
10
日
ま
で
の
３
日
間
で
、
13
羽
（
オ
ス
10

羽
、
メ
ス
３
羽
）が
飛
翔
し
、
５
か
月
近
く
経

過
し
た
現
在
、
12
羽
が
島
内
で
確
認
さ
れ
て

い
る
。ま
た
、
初
め
て
い
し
か
わ
動
物
園
生

ま
れ
の
個
体
が
放
鳥
さ
れ
た
。

　
第
７
回
放
鳥
に
つ
い
て
は
、
９
月
28
日

か
ら
10
月
１
日
ま
で
の
４
日
間
で
、
17
羽

（
オ
ス
３
羽
、
メ
ス
14
羽
）が
飛
翔
し
た
。１

か
月
以
上
経
過
し
た
現
在
、
12
羽
が
島
内

で
確
認
さ
れ
て
お
り
、
う
ち
６
羽
は
す
で

に
既
存
の
群
れ
に
合
流
し
て
い
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
今
年
野
生
下
で
誕
生
し
た
ト
キ

は
、
８
羽
と
も
生
存
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、

す
で
に
自
立
し
、
島
内
の
群
れ
の
中
で
生

活
し
て
い
る
。

◆
市
役
所
農
林
水
産
課
生
物
多
様
性
推
進
室

　
ト
キ
政
策
係（
ト
キ
交
流
会
館
内
）

　
☎
24
―
６
０
４
０

■
佐
渡
と
き
保
護
会
の
２
０
１
３
カ
レ
ン

ダ
ー
ご
紹
介

　
ト
キ
保
護
募

金
の
た
め
に
１

部
２
千
円
の
ご

寄
付
を
お
願
い

し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

佐
渡
と
き
保
護

会
事
務
局
（
両

津
郷
土
博
物
館

内
）

☎
23
―
２
１
０
０

ト
キ
飼
育
繁
殖
小
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　
「
１
億
円
を
受
け
取
る
権
利
が
発
生
！

と
い
う
封
書
が
来
た
」
「
身
に
覚
え
の
な

い
当
選
通
知
が
届
い
た
」
な
ど
、
い
わ
ゆ

る
「
海
外
宝
く
じ
」
に
関
す
る
相
談
が
、

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
当
選
金
を
受
け
取
る

た
め
の
登
録
と
見
せ
か
け
て
、
実
際
に
は

購
入
申
込
を
さ
せ
る
手
口
で
す
。

具
体
例

・
海
外
か
ら
突
然
「
宝
く
じ
の
高
額
当
選

金
を
受
け
取
る
権
利
が
あ
り
ま
す
」
と

い
う
内
容
の
手
紙
が
届
き
、
当
選
金
を

も
ら
う
た
め
に
必
要
だ
と
い
う
手
数
料

５
千
円
を
送
金
し
た
。
す
る
と
、
い
ろ

い
ろ
な
国
か
ら
同
様
の
手
紙
が
大
量
に

届
く
よ
う
に
な
っ
た
。

・
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
、
「
い
つ
か

必
ず
当
た
る
」
と
信
じ
込
み
、
手
数
料

を
送
り
続
け
、
多
額
の
費
用
を
つ
ぎ
込

ん
で
、
生
活
費
が
足
り
な
く
な
っ
た
。

ア
ド
バ
イ
ス

○
こ
の
よ
う
な
手
紙
は
、
主
に
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
や
ド
イ
ツ
、
香
港
、
カ
ナ
ダ
な
ど
か

ら
エ
ア
メ
ー
ル
等
で
送
ら
れ
て
き
ま
す

が
、
最
近
は
中
国
も
目
立
ち
ま
す
。

○
申
し
込
ん
で
も
い
な
い
の
に
「
当
選
し

た
」
「
当
選
確
実
」
と
い
う
甘
い
言
葉

に
乗
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
信
用
で
き
な
い
相
手
に
は
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
番
号
等
絶
対
に
教
え
な
い
こ

と
。

○
宝
く
じ
購
入
を
申
し
込
む
と
、
さ
ら
な

る
個
人
情
報
の
漏
洩
の
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

○
高
齢
者
に
は
、
周
囲
が
気
を
配
り
ま

し
ょ
う
。

　
不
審
な
場
合
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

市
役
所
総
務
課 

市
民
相
談
室
　
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
係

佐
渡
市
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
佐
和
田

行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
内
）

（
平
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

☎
57
―
８
１
４
３

「
海
外
か
ら
届
く『
当
選
金
獲
得
』に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
手
を
出
さ
な
い
！
」

「
あ
や
し
い
」
と
思
っ
た
ら
、
契
約
前
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
　

ト
キ 

野
生
復
帰
に
む
け
て

97
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当選しました
！

当選通知
書在中



　
10
月
19
日(

金)

に
開
催
さ
れ
た
文
化
審

議
会
（
宮
田
亮
平
会
長
）
は
、
旧
佐
渡

鉱
山
の｢

大
立
竪
坑
櫓｣｢

道
遊
坑｣
「
高
任

坑｣｢

高
任
粗
砕
場｣

な
ど
、
採
鉱
に
関
連

す
る
施
設
を
重
要
文
化
財
（
建
造
物
）に

指
定
す
る
よ
う
、
文
部
科
学
大
臣
に
答

申
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
施
設
群
は
、
採
鉱
か
ら
選

鉱
、
精
鉱
を
経
て
製
錬
に
い
た
る
鉱
山

業
務
の
う
ち
採
鉱
に
関
連
す
る
建
造
物

か
ら
な
っ
て
お
り
、
竪
坑
櫓
と
あ
わ
せ

て
戦
前
に
新
設
さ
れ
た｢

大
立
竪
坑
捲
揚

機
室｣

や
、
粗
砕
場
で
砕
か
れ
た
鉱
石
を

貯
蔵
す
る｢

高
任
貯
鉱
舎｣

や｢

ベ
ル
ト
コ

ン
ベ
ア
ヤ
ー
ド｣

な
ど
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。

　
今
回
の
答
申
で
文
化
審
議
会
は
、｢

特

筆
す
べ
き
も
の｣

と
し
て｢

昭
和
戦
前
期

に
整
備
拡
充
が
図
ら
れ
た
佐
渡
鉱
山
の

施
設
の
う
ち
、
採
鉱
に
か
か
る
建
造
物

や
機
械
類
が
一
体
的
に
残
さ
れ
る
。
わ

が
国
最
大
級
を
誇
っ
た
貴
金
属
鉱
山
施

設
の
代
表
的
な
遺
構
と
し
て
、
歴
史
的

に
高
い
価
値
を
有
す
る｣

と
し
て
い
ま

す
。

　
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て
、
構
成
資
産

の
国
文
化
財
指
定･

選
定
が
必
須
条
件
で

す
が
、
旧
佐
渡
鉱
山
の
採
鉱
施
設｣

が
重
要
文

化
財
指
定
に
答
申
さ
れ
た
こ
と
は
、
早
期
登

録
へ
向
け
て
大
き
な
弾
み
と
な
り
ま
す
。

◆
市
役
所
世
界
遺
産
推
進
課
（
金
井
就
業
改

善
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
63―

５
１
３
６

旧
佐
渡
鉱
山
採
鉱
施
設
が
重
要
文
化
財
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
世
界
遺
産
登
録
へ
大
き
な
弾
み

　
10
月
23
日（
火
）、
佐
渡
金
山
で
任
命
式

が
行
わ
れ
、
映
画
監
督
の
井
筒
和
幸
さ
ん

に
佐
渡
黄
金
大
使（
佐
渡
観
光
大
使
）に
就

任
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
井
筒
監
督
が
金
塊
を
テ
ー
マ
に
し
た
映

画
「
黄
金
を
抱
い
て
翔
べ
」
を
制
作
し
た

こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
日
本
を
代
表

す
る
金
山
で
あ

る
佐
渡
金
山
と

の
「
金
つ
な
が

り
」
と
い
う
こ

と
で
、
２
年
間

の
任
期
で
、
世

界
遺
産
登
録
に

む
け
て
佐
渡
金

山
を
全
国
に
Ｐ

Ｒ
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

映
画
監
督
の
井
筒
和
幸
さ
ん
を

「
佐
渡
黄
金
大
使

　（
佐
渡
観
光
大
使
）」に
任
命
！

み
や
た
り
ょ
う
へ
い

お
お
だ
て
た
て
こ
う
や
ぐ
ら

ど
う
ゆ
う
こ
う

た
か
と
う

こ
う

た
か
と
う
そ
さ
い
ば

お
お
だ
て
た
て
こ
う
ま
き
あ
げ

き
し
つ

た
か
と
う
ち
ょ
こ
う
し
ゃ

22

昭和12年完成の高任粗砕場(右)と翌年完成した同
貯鉱舎 (左)

間ノ山上橋（あいのやまかみばし）。コンクリート前の
タタキ工法が用いられている（明治後期建設）

大立竪坑櫓と同時期に完成した大立竪坑捲揚機室 昭和15年に完成した大立竪
坑櫓

明治32年に開坑した道遊坑

甲斐市長(左)と井筒和幸監督(右)



　
両
津
吉
井
小
学
校
は
、
現
在
児
童
数

が
57
名
、
６
学
級
の
学
校
で
す
。

　
平
成
23
年
に
創
立
50
周
年
を
迎
え
、

教
育
目
標
は
「
伸
び
ゆ
く
子
ら
」
で

す
。
昭
和
37
年
の
創
立
以
来
、
地
域
の

温
か
い
支
援
を
全
面
に
受
け
な
が
ら
、

地
域
と
と
も
に
半
世
紀
の
歴
史
を
し
っ

か
り
と
歩
ん
で
き
ま
し
た
。
日
ご
ろ
よ

り
地
域
の
方
々
か
ら
、
米
作
り
や
野
菜

作
り
へ
の
協
力
、
創
立
記
念
日
の
講
話

等
、
多
く
の
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
支
援
が
当
校
の
教
育
活

動
を
膨
ら
ま
せ
、
「
地
域
の
子
ど
も
は

地
域
で
育
て
る
。
」
と
い
う
地
域
あ
げ

て
の
子
育
て
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
み
な
ぎ
る

場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
４
年
前
か
ら
、
当
校
で
は
全
校
で
学
校

に
隣
接
し
た
「
よ
し
い
っ
子
の
森
」（
当
校

の
卒
業
生
で
組
織
す
る
「
お
や
じ
の
会
」

が
管
理
）
で
の
ど
ん
ぐ
り
栽
培
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
地
域
の
上
横
山
自
然
公
園

を
つ
く
る
会
の
皆
さ
ん
の
支
援
を
得
な
が

ら
、
森
の
学
習
を
し
、
上
横
山
自
然
公
園

で
、
ど
ん
ぐ
り
の
植
樹
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
昨
年
10
月
に
行
わ
れ
た
「
に
い
が
た
緑

の
百
年
物
語
第
39
回
佐
渡
地
方
植
樹
祭
」

に
は
、
「
両
津
吉
井
小
学
校
創
立
50
周
年

記
念
植
樹
」
も
行
い
、
式
典
で
は
６
年
生

が
自
分
た
ち
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
発
表

し
ま
し
た
。
ど
ん
ぐ
り
を
育
て
る
活
動

は
、
子
ど
も
た
ち
が
自
分
た
ち
で
で
き
る

よ
り
よ
い
環
境
へ
の
取
り
組
み
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
ト
キ
が
住
み
や
す
い
環
境
は
、
人
も
住

み
や
す
い
環
境
と
言
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
、
地
域
の
方
々
と
一
緒
に
佐
渡
の
自

然
を
、
環
境
を
守
り
育
て
る
活
動
を
継
続

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◆
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

（
両
津
支
所
内
）
☎
23
―
４
８
９
８

　
12
月
は
師
走
。
魚
へ
ん
に
師
と
書
い

て
「
ブ
リ
」
と
読
み
ま
す
。
今
回
は
、

佐
渡
市
の
魚
で
も
あ
る
ブ
リ
に
注
目
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

　
寒
い
時
期
に
獲
れ
る
の
で
、
ブ
リ
は

寒
い
所
が
好
き
な
魚
だ
と
思
わ
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ブ
リ
は
あ

た
た
か
い
所
を
好
む
魚
な
の
で
す
。
ブ

リ
は
回
遊
魚
で
す
。
海
水
温
の
上
昇
と

と
も
に
、
餌
を
求
め
て
北
上
し
、
お
な

か
い
っ
ぱ
い
餌
を
食
べ
て
過
ご
し
ま

す
。
そ
し
て
、
海
水
温
が
下
が
っ
て
く

る
と
南
下
を
始
め
ま
す
。
こ
の
時
、
冷

た
い
海
水
を
避
け
て
通
る
の
で
、
両
津

湾
に
仕
掛
け
ら
れ
た
網
に
た
く
さ
ん
ブ

リ
が
入
る
の
で
す
。

　
両
津
湾
に
網
を
仕
掛
け
る
理
由
は
、

そ
こ
が
ブ
リ
の
迂
回
ル
ー
ト
だ
か
ら
で

も
あ
る
の
で
す
が
、
実
は
佐
渡
の
地
形

が
大
き
く
関
係
し
て
い
ま
す
。
こ
の
時

期
、
佐
渡
島
は
強
い
北
西
の
風
の
影
響

を
受
け
ま
す
。
北
西
の
風
は
尖
閣
湾
な

ど
の
美
し
い
景
観
を
作
り
出
し
ま
す

が
、
風
が
強
い
と
網
を
仕
掛
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
両
津
湾
は

標
高
１
０
０
０
ｍ
を
超
す
大
佐
渡
山
地

が
風
を
防
ぐ
こ
と
で
、
一
年
を
通
し
て

網
を
仕
掛
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
佐

渡
の
大
地
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
お
い
し
い

ブ
リ
を
獲
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　
餌
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
脂
の
乗
っ
た
ブ

リ
は
ワ
サ
ビ
を
は
じ
い
て
し
ま
う
ほ
ど
。

佐
渡
島
内
は
も
ち
ろ
ん
、
全
国
的
に
食
べ

ら
れ
て
い
る
魚
で
す
。
特
に
年
越
し
魚
と

し
て
ブ
リ
を
好
ん
で
食
べ
る
の
は
関
西
の

人
た
ち
だ
そ
う
で
す
。
ち
な
み
に
新
潟
で

は
サ
ケ
を
食
べ
る
そ
う
。
で
は
そ
の
境
界

は
ど
こ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　
年
越
し
魚
の
境
界
と
言
わ
れ
る
場
所

は
、
糸
魚
川
ジ
オ
パ
ー
ク
の
中
に
あ
り
ま

し
た
。
日
本
列
島
を
東
と
西
に
分
け
る
大

断
層
「
糸
魚
川
―
静
岡
構
造
線
」
が
そ
の

境
界
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
地
質
的
な

境
界
が
、
文
化
の
境
界
に
も
な
っ
て
い
る

の
で
す
。

　
さ
あ
、
今
日
の
晩
ご
飯
は
ブ
リ
か
つ
丼

で
決
ま
り
☆

◆
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
ジ
オ
パ
ー
ク

推
進
室
（
両
津
郷
土
博
物
館
内
）

☎
23
―
２
１
０
１

ブ
リ
と
ジ
オ
の
お
い
し
い
関
係

ジ
オ
パ
ー
ク
、
推
進
日
記
　
⑳

決まりだっちゃ☆

佐
渡
市
立 
両
津
吉
井
小
学
校

23
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10
月
17
日
（
水
）
か
ら
11
月
９
日
（
金
）
の
間

に
全
８
回
、
両
津
地
区
公
民
館
講
座「
パ
ソ
コ

ン
教
室
（
入
門
コ
ー
ス
、
年
賀
状
コ
ー
ス
）
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
受
講
生
は
、
テ
キ
ス
ト
を
片
手
に
真
剣
な

眼
差
し
で
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
い
、
操
作
が
で

き
る
と
満
面
の
笑
顔
を
見
せ
、
ア
ッ
と
い
う

間
の
２
時
間
が

過
ぎ
て
い
き
ま

し
た
。

　
年
賀
状
コ
ー

ス
で
は
、
講
座

で
習
得
し
た
技

術
を
活
か
し
て

素
敵
な
年
賀
状

を
作
成
し
ま
し

た
。

　
金
井
地
区
寿
大
学
で
は
、
10
月
23
日
（
火
）

に
相
川
地
区
で
現
地
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
の
天
候
は
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た

が
、参
加
者
35
名
で
相
川
技
能
伝
承
展
示
館
・

相
川
郷
土
博
物
館
・
佐
渡
奉
行
所
跡
を
訪
れ
、

学
習
し
ま
し
た
。

楽
し
く
学
ぼ
う「
パ
ソ
コ
ン
教
室
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
両
津
地
区
）

【新潟出版文化賞受賞作品の展示を行います】
　平成25年1月8日(火)～1月24日(木)まで、第7回（2011年度）

新潟出版文化賞の受賞作品を中央図書館で展示します。2011

年度は、佐渡市から次の作品が入賞を果たしました。

・文芸部門賞　岡崎利孝‖著「田舎魂　第12集」

・記録誌部門賞　逸見修‖著「おーい世界遺産 佐渡金銀山夢

　追いものがたり」

※館内閲覧のみです。館外貸出は行いません。

《新潟出版文化賞とは》
　1999年より、「新潟文化祭」の一環として新潟県が実施して

いる「新潟出版文化賞」。新潟県民の執筆による自費出版図書

を公募し、隔年で優秀な作品を顕彰しています。募集部門は、

小説、エッセイ、童話、詩集などを対象とした「文芸部門」、

自分史、地域史、旅行記などを対象とした「記録誌部門」の2

部門です。

《これまでの受賞作品》
☆第6回（2009年）記録誌部門賞　萩野よしゆき‖著「故里

つばき 佐渡椿村落史」

☆第5回（2007年）優秀賞　山本勝一‖編著「佐渡演劇グル

ープいごねり創作演劇脚本集 命つなぐ愛」

☆第2回（2001年）文芸部門賞　島倉みつる‖著「波の花　

句文集」

お問い合わせ　中央図書館　☎63―2800

　冬はゆっくり、親子でほっこり おはなし会で楽し

みませんか？

《真野図書館》　☎55 ― 2223

12月11日(火) 15:30～　クリスマスおはなし会

《両津図書館》　☎27 ― 4181

12月12日(水) 10:30～　乳幼児向けおはなし会

12月22日(土) 14:00～　クリスマスおはなし会

《中央図書館》　☎63 ― 2800

12月22日(土) 10:30～　クリスマスおはなし会

12月27日(木) 10:30～　はじめまして！おはなしかい

《小木図書館》　☎86 ― 3841

12月20日(木) 15:00～　クリスマスおはなし会

《さわた図書館》　☎57 ― 2711

12月12日(水) 10:00～　親子で絵本

12月13日(木) 16:20～　おはなし会

【冬のおはなし会のお知らせ】

寿
大
学
　
　
　
　
　
　（
金
井
地
区
）

BOOKBOOKBOOK

図書館だより

教育委員会社会教育課
☎27－4185
（両津支所内）

24

相川技能伝承展示館での様子 佐渡奉行所跡での様子



姉妹都市の祭りへの参加
○入間万燈まつり
　10月27、28日の両日、第34回入間万燈まつりが開催され、首都
圏佐渡連合会からも民謡４団体24人が参加し、祭りを盛り上げた。
なかでも、人気の「おけさ流し」には地元からの参加者を中心に、総
勢で 10団体250名が参加。先頭は両津民謡団体、２番手に首都圏佐
渡連合会民謡団体と続き、沿道にはカメラと人垣の列が連なる。佐
渡からの鬼太鼓にも二重、三重の輪ができ、佐渡物産展の前も大勢
の人だかりとなり、おけさ柿には長蛇の列が続いた。佐渡の芸能と
物産は特に人気が高く、天候が心配された中、２日目に少し雨に降
られたものの佐渡の魅力をＰＲした祭りは大盛況で終了した。

○国分寺まつり
　11月４日快晴の下、第29回国分寺まつりが開催され、入間万燈ま
つりに引き続き甲斐市長、祝市議会議長をはじめとする佐渡市から
の関係者が来場した。首都圏佐渡連合会からも民謡団体が参加し祭
りを盛り上げ、あわせて佐渡のＰＲを行った。また、首都圏真野人
会の面々等、佐渡出身者も多数応援に駆けつけてくれた。メインス
テージでは大勢の観客が待ち受け、佐渡おけさほか佐渡民謡の優雅
な唄と踊りを堪能された。人気の佐渡物産展の活サザエの前には開
会前から人の列ができ、おけさ柿、沖汁など数多くの佐渡物産が並
ぶテント前でも佐渡おけさを披露、佐渡の物産と芸能を通じて、絆
と交流の輪を更に広めて祭りは終了した。

（文責：首都圏佐渡連合会　文化芸能部会長　元田　利夫）

★面談方式です。事前にご予約くだ

さい。

日時　12月17日(月)～21日(金)
　　　午後１時～５時

場所　市内の各司法書士事務所
・土地や建物の売買、贈与、相続、

担保権の設定等の手続き

・会社・法人の設立、変更等の登記

問題

・建物の新築、増築についての手続き

・金銭の貸し借り、借地・借家等の

トラブルの申し立て

・多重債務者の調停、訴訟、自己破

産等による救済の申し立て

・訪問販売の解約、保証人、隣地間

のもめ事等の手続き

・家庭内の人間関係と結婚、離婚、

内縁等の問題の手続き

・遺言の方法と相続手続き

・高齢者の今後の財産管理等（生前

贈与・遺言・負担付遺贈・死因贈

与・信託・財産管理委任契約等の

手続き）

その他、お気軽にご相談ください。

お問い合わせ
司法書士会佐渡支部　☎55―3117

おけさ流し

挨拶する甲斐市長

司法書士による
無料法律相談

（財）自治総合センターは、地域のコミュニティ活動の充実・強化を

図り、地域社会の健全な発展と住民福祉の向上に寄与することを目的

に、宝くじの社会貢献広報

事業としてコミュニティ助

成事業を実施しています。

　入川まつり保存会では、自治宝くじの助成金であるコミュ

ニティ助成事業の助成を受けて、お祭り用具（神輿）を整備

しました。

お問い合わせ
市役所 地域振興課 地域振興係　☎63―4152

首都圏情報コーナー
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＊　戸　籍　の　窓　＊ 10.16～11.12届出

10.12

10.13

10.20

10.26

10.28

10.9

10.29

11.2

11.3

11.4

10.9

10.15

10.17

10.23

正明

貴洋

直宏

政巳

力

旭

和博

貴士

芳伸

繁

和之

祐介

智也

晃一

両　津

　〃

　〃

　〃

　〃

相　川

　〃

　〃

　〃

　〃

佐和田

　〃

　〃

　〃

原黒

梅津

長江

水津

羽吉

姫津

南片辺

北狄

稲鯨

橘

窪田

八幡

沢根

東大通

（みるく）

（しょうた）

（いろは）

（えりさ）

（たくみ）

（けいし）

（みなと）

（まり）

（かすみ）

（はるま）

（れん）

（ゆうき）

（きら）

（こうせい）

岩　崎　海瑠空

藤　井　翔　太

山　本　彩　華

坂　　　恵莉紗

竹　本　　　匠

西　埜　敬　史

片　浜　湊　斗

齋　藤　真　里

本　間　佳　純

岩　佐　遙　真

池　野　　　蓮

矢　田　佑　絆

大　澤　希　羅

石　井　晃　聖

10.15

10.15

10.17

10.21

10.24

10.26

10.28

10.29

10.30

11.5

11.5

11.8

10.16

10.17

10.18

10.22

10.24

10.27

10.28

10.28

10.30

11.2

11.2

11.3

11.9

10.17

10.18

10.21

10.22

11.3

11.4

11.5

11.5

11.11

10.23

10.26

10.28

91

90

90

100

97

77

77

90

88

89

51

75

84

86

61

96

72

96

85

86

83

95

95

91

79

82

75

87

85

89

85

84

79

79

87

102

81

両　津

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

相　川

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

佐和田

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

金　井

　〃

　〃

河崎

原黒

椿

片野尾

上横山

両津夷

虫崎

潟端

春日

赤玉

羽二生

住吉

高千

南片辺

戸地

稲鯨

相川塩屋町

後尾

戸中

達者

相川水金町

相川羽田村

小田

小川

小川

沢根五十里

沢根五十里

下長木

河原田本町

河原田本町

河原田諏訪町

河原田諏訪町

上矢馳

沢根

大和

千種

吉井

池　　　ハツエ

相　田　松　枝

篠　澤　伊三郎

後　藤　英　雄

伊　藤　昌　作

齋　藤　悦　子

兵　庫　　　稔

甲　斐　房　枝

伊　藤　正　男

石　﨑　ヒサヱ

親　松　恭　児

渡　邉　文　治

武　内　市　子

磯　西　ヒトシ

山　田　ひさの

宮　下　美　哉

岩　部　忠　一

中　山　サ　ト

加　藤　マツヱ

石　見　寅　雄

樋　口　ヨシエ

中　島　マ　サ

本　多　権一郎

石　塚　茂　子

小　杉　愛　子

本　間　アイ子

本　間　知　代

加　藤　和　美

佐　野　まき子

内　藤　ヨシヱ

渡　邊　　　曻

本　田　文　雄

𡈽　屋　ユキエ
本　間　彌　生

岩　見　ミ　ヨ

畠　山　シ　ヅ

渡　邉　愛　子

10.30

11.1

11.2

11.5

11.11

11.3

11.6

10.19

10.27

10.28

11.1

11.5

11.9

10.23

10.24

10.27

10.28

11.3

11.10

10.21

10.26

11.4

11.7

11.8

11.10

10.17

10.20

10.21

10.28

10.30

11.3

11.6

11.6

11.8

10.20

10.22

10.31

85

85

81

94

83

90

89

77

81

97

69

79

79

88

88

93

89

95

104

85

80

87

92

85

76

77

62

71

95

84

88

86

67

74

89

73

89

金　井

　〃

　〃

　〃

　〃

新　穂

　〃

畑　野

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

真　野

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

小　木

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

羽　茂

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

赤　泊

　〃

　〃

中興

安養寺

平清水

中興

吉井本郷

上新穂

新穂北方

寺田

大久保

畑野

小倉

坊ヶ浦

多田

竹田

真野新町

豊田

真野新町

大小

真野新町

宿根木

小木町

小木

小比叡

小木堂窯

小木木野浦

羽茂滝平

羽茂上山田

羽茂三瀬

羽茂三瀬

羽茂大崎

羽茂本郷

羽茂大橋

羽茂本郷

羽茂大橋

徳和

徳和

徳和

鈴　木　仁　作

野　口　　　明

　　井　忠　夫

植　田　ヨ　シ

栁　嶋　春　夫

本　間　　美惠

市　橋　金　次

本　間　正　敏

田　中　武　雄

渡　部　好　江

永　田　栄　嗣

中　塚　孝二郎

寺　島　　　顯

中　川　ハツエ

中　川　シ　マ

本　間　シ　ヅ

金　子　千　惠

金　子　ユ　キ

金　子　コ　ウ

　　川　久　一

藤　井　幸　市

鈴　木　秀　夫

金　子　美矢義

金　子　サチヱ

小　林　　　繁

駒　形　政　義

金　子　明　美

福　永　萬　年

井戸畑　ヒ　ナ

中　川　シズノ

髙　椿　ナ　カ

山　田　左武郎

榎　　　正　子

貝　　　　　武

　　池　サ　ク

助　川　トミ子

榎　　　ヨ　シ

10.28

11.3

10.23

10.25

11.1

11.2

11.1

11.5

10.9

10.12

10.27

10.10

11.7

淳

円

善人

信弘

唯大

健児

敏幸

紀秀

利行

真功

亮

和博

佳

佐和田

　〃

金　井

　〃

　〃

　〃

新　穂

　〃

真　野

　〃

小　木

羽　茂

赤　泊

石田

八幡新町

吉井本郷

泉

大和

千種

新穂大野

新穂潟上

椿尾

真野

小比叡

羽茂三瀬

赤泊

（れい）

（まじゅ）

（あゆん）

（たまき）

（あかり）

（けんた）

（あいり）

（みく）

（りょうき）

（みき）

（こう）

（すみれ）

（まもる）

小　西　　　礼

後　藤　麻　寿

松　本　愛　優

須　藤　　　環

渡　邉　明　莉

堀　口　健　太

中　川　愛　梨

成　瀨　弥　來

中　嶋　凌　輝

長　　　愛　姫

奥　山　晃　羽

小　濱　菫　怜

中　野　　　護

※保護者やご遺族の承諾を得て掲載しています。（敬称略）

地  区  名 大  字  名
う  ぶ  ご  え

氏　　　　名 保護者 たんじょう日

お  く  や  み
地  区  名 大  字  名 氏　　　　名 年　　齢 ご  命 日 
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　学校給食では、食育の推
進と地場産物の使用拡大を
目指し『地産地消』に取り組んでいます。11月に市内
の小・中学校で「第２回佐渡市学校給食統一献立」が実
施されました。この時の佐渡産食材は、米・牛乳・イナ
ダ・キャベツ・人参・里芋・大根・ごぼう・ネギ・しい
たけなどでした。
　今年度の「統一献立」のテーマは、「早寝・早起き・
朝ごはんで生活リズムを改善しよう」です。
　今回は、朝の忙しい時間の中でも簡単に調理ができ、
おいしく食べられる「イナダの香味焼き」を献立に入れ
ました。また、八幡地区で生産された里芋をけんちん汁
に使いました。
　八幡小学校では、総合学習の時間に「八幡の特産物を
知ろう」というテーマで、自分たちの住む八幡のことを
学んでいます。３年生は、統一献立で使用した「八幡い
も」について地域の方から学び、実際に栽培や、地域の
方の畑で収穫のお手伝いをしました。この日の給食で
は、地域でとれた「八幡いも」に親しみを感じ、味わっ
て食べていました。こ
れからも自分の住む地
域に関心を持ち、地域
を愛する心を持てる子
どもに育ってほしいと
思います。

①大根は皮をむいて２㎜の
厚さの輪切りにし、さら
に１㎝幅の細切りにす
る。

　ウインナーも５㎜幅の細
切りにする。

②フライパンにバターを溶
かし、大根とウインナー
を炒める。

③大根が透き通ったら、み
りんとみそを合わせたも
のを加え、汁気がなくな
るまで炒める。

朝食メニュー
●ごはん ●みそ汁
●炒り豆腐
●大根のみそバター炒め
（佐渡産）
●大根の浅漬け（佐渡産）
●大根のふりかけ（佐渡産）
●キウイフルーツ（佐渡産）

土づくりにこだわる　大根職人

菊地 千代 さん（四日町）

給食の様子

麦ごはん、牛乳、魚の香味
焼き、キャベツのごまあえ、
けんちん汁、果物

　大根は、ビタミンＣ

や鉄分・リン・カルシ

ウムを含み、おでんや

ブリ大根、漬物、大根

おろしなど、いろいろ

な調理法や利用法がある食卓に欠かすことのできない食材で

す。また、大根に含まれる酵素には消化を助ける働きがあり

ます。

　菊地さんは、農家から農家に嫁いだ農業の大ベテランで、

いろいろな種類の野菜を栽培して、相川の市（毎月10日・22

日）や河原田市（毎月11日・27日）などで販売しています。

　大根の栽培は、種をまく時期や肥やしの時期、虫の予防な

どに気をつけないと失敗することもあり、特に土づくりには

こだわっているそうです。大きく育てるためには、間引きも

大切な作業とのことです。栽培のコツを聞くと「いつもどお

り作っているだけです」と笑顔で答えてくれました。

　大根のおすすめの食べ方は、やはり「おでん」だそうで

す。また、お汁に入れてもいいし、たくあんにしたりお酢に

漬けたりしてもおいしいそうです。

●材料（１人分）
・大根　　　40グラム
・ウインナー   2本

調味料
・バター　　大さじ1/2
・みそ　　　大さじ1/2
・みりん　　大さじ1/2

簡単！朝食レシピ

旬の仕事人
～地産地消で佐渡を元氣にしよう！～

とれたて！

大 根

学校給食
チオシイ

食育 元気⑨
笑顔まるごと！
シリーズ

大根のみそバター炒め

八幡小学校
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市の面積　855.33㎢（平成23年10月1日）　市の海岸線280.3km（平成21年3月31日）
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の
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ビ

市
の
花
　
カ
ン
ゾ
ウ

毎月第1・3金曜 午後5時から  ＣＮＳ情報番組「さどチャン」内で放送中！

投稿方法　メール、FAX、ハガキに、お名前と相談内容を書いてお送りください。
　　　　　(お名前はペンネームでもかまいません)
　※メール　help@city.sado.niigata.jp　　※FAX  51-2040
　※ハガキ　〒952-0318 佐渡市真野新町489番地 CNSテレビ
　　　　 　「助けてドクター!」係　まで
○佐渡総合病院、両津・相川病院に投稿ポストを設置しています！
　こちらもご利用ください。　
お問い合わせ　CNSテレビ　☎51-2030

アドレス psc1.sado@fofa.jpに空メールを
送ると、仮受付メールが返信されますので、
案内にしたがって本登録してください。

佐渡市メール配信サービス
＊＊配信情報＊＊
　火災（建物のみ）、防災・防犯、通行止め、

　観光イベント情報、くらしの情報

お問い合わせ  市役所地域振興課（情報政策係）☎63-5139

「助けてドクター！」子どもからお年寄りまで、あらゆる世代の
身体や病気のお悩みを解決します！ 

 
 

「消すまでは 出ない行かない 離れない」
平成24年度全国統一防火標語

平成24年度 佐渡市防火ポスター入賞者

佐渡市消防本部予防課　☎51-0123

火災から大切な生命・財産を守るため、
住宅用火災警報器を設置しましょう。
問

　消防本部では、子どもたちに自由な発想で火災予防に関
する絵を描いてもらい、子どもたちが防火について考える
とともに、市民の防火意識を高めるため、防火ポスターを
募集しました。市内の小学校から49作品の応募があり、
審査の結果、次のとおり入賞者が決定しました。
　なお、最優秀賞作品はポスター化して、市内の小学校や
店舗等に配布し掲示していただいています。

低学年の部
最優秀賞　河崎小学校　　　３年　松浦　弘法さん
優秀賞　　金井吉井小学校　３年　佐藤　実羽さん
　　　　　金井吉井小学校　３年　北見　天　さん
佳　作　　金井吉井小学校　３年　菊地　志帆さん
　　　　　金井吉井小学校　３年　平片　海良さん
入　選　　金井吉井小学校　３年　川﨑　郁実さん
　　　　　金井吉井小学校　３年　粕谷　和香さん
　　　　　金井吉井小学校　３年　大蔵　夢也さん
　　　　　前浜小学校　　　３年　川上　匠　さん
　　　　　前浜小学校　　　２年　脇坂　拓真さん
高学年の部
最優秀賞　金泉小学校　　　５年　坂下　桃子さん
優秀賞　　金泉小学校　　　６年　吉村　未央さん
　　　　　金泉小学校　　　５年　横田　草介さん
佳　作　　金泉小学校　　　５年　北見　優香さん
　　　　　金泉小学校　　　５年　三浦　凌雅さん
入　選　　二宮小学校　　　６年　大澤　大空さん
　　　　　二宮小学校　　　６年　西﨑　桜花さん
　　　　　二宮小学校　　　６年　井上　諒　さん
　　　　　二宮小学校　　　６年　大澤　悠人さん
　　　　　二宮小学校　　　６年　椎野　瑞希さん

金泉小学校表彰式河崎小学校表彰式

低
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年
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